
農地・水保全管理支払交付金
実施状況に係る確認の手引き

（未定稿）（未定稿）

＜本手引きの目的、活用方法＞
本手引きは、共同活動支援交付金及び向上活動支援交付金の
実施状況の確認等における手順やチェックポイントを整理したもの
です。
市町村の担当者は本手引きを確認・使用し、確実に実施状況の
確認を行ってください。

平成26年2月

農林水産省農村振興局整備部

農地資源課農地・水保全管理室

北海道農地･水保全管理対策協議会
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Ⅰ．実施状況の報告及び確認の流れ
市町村は、各対象組織の協定に定められた事項の実施状況について、毎年度、チェックシートを活用
し、対象組織からの提出書類の確認及び現地確認を実施します。
また、市町村は、確認結果を実施状況確認報告書（道協様式第12号）にとりまとめの上、北海道農
地･水保全管理対策協議会（以下「道協議会」という。）に報告を行います。

実施状況の報告
毎年度 事業の実施

作成書類：
実施状況報告書（道協様式第11号）

対象組織対
象
組
織

＜実施状況の確認フロー図＞

※道協様式第○号とは「共同活動支援交付金に係る
業務方法書」の様式番号です。

毎年度、事業の実施
状況について、市町村
長を経由して道協議会
へ報告

実施状況報告書（道協様式第11号）
＜添付書類＞
・活動記録（道協様式第11－１号）
・金銭出納簿（道協様式第11－２号）
・監査報告書等

市町村

織
か
ら
の
報
告

確
認
終
了
後
、
送
付

報告 確認・修正指示

市町村

現地確認
P７～P８

書類確認
P３～P６

実
施
状
況
の

チェックシート（実施要領別記３－１
様式第２号）を活用し確認

チェックシート（実施要領別記３－１
様式第３号）を活用し確認

付

作成書類：
確認通知書（実施要領別
記３－１様式第１号）
＜添付書類＞
・チェックシート

※あらかじめ遊休農地の発生状況等について現地確認等を実施
※確認における留意事項（Ｐ９）を踏まえつつ、書類確認等を実施

＜確認内容＞
・収支実績
・事業の成果

＜確認内容＞
・活動の実施状況

の
確
認

様式第２号）を活用し確認 様式第３号）を活用し確認

毎年度、全地区について実施 必要に応じて実施

（確認終了後） 報告書類に不備等があ

！

作成書類：
実施状況確認報告書（道協様式第12号）
＜添付書類＞
・実施状況確認表（道協様式第12号別紙）
・実施状況報告書（原本）、活動記録、金銭出納簿
・チェックシート

な書

確認結果の報告
実施状況の確認
を終えたときは、
速やかに道協議会
に提出

確認結果の報告
P10

確
認
結
果
の
報

（確認終了後） 報告書類に不備等があ
る場合は、提出者に対し
て修正指示を行い、その
修正状況について、必要
に応じて補足確認を行う
こと。

・その他必要な書類告

報告作成書類：実施状況の報告

道協議会確
認
結
果

報告 確認・修正指示
P11～P12

国

22

確認・修正指示

報告作成書類：
実績報告書（実施要領様式第１－２号）
実施状況取りまとめ報告書（実施要領様式第１－11号）
＜添付書類＞
・その他必要な書類

実施状況の報告
市町村からの報
告を取りまとめて、
速やかに農林水産
省農村振興局長に
報告

果
の
取
り
ま
と
め ※ 国は、対象組織に対して抽出検査を実施



Ⅱ．市町村における実施状況の確認

１．書類確認について
（１）書類確認の対象地区
市町村は 毎年度 全ての活動組織を対象に書類確認を実施します

■書類確認

市町村は、毎年度、全ての活動組織を対象に書類確認を実施します。

（２）書類確認の実施方法
市町村は、実施状況確認チェックシート（別記３－１様式第２号）を活用し、対象組織から報告
された書類について、収支実績や事業の成果などの確認を行います。
書類に不備等がある場合は、提出者に対して修正指示を行い、その修正状況について、必要に
応じて補足確認を行うことが必要です。(具体的な確認方法は、該当ページを参照。）

共同活動支援　実施状況確認チェックシート（書類確認用）

確認年月日：平成　年　月　日

対象組織名
確認者

（所属 氏名）

（別記３－１様式第２号）

１．活動の実施状況の確認

事項 確認項目とその内容 チェック欄

①収入の部

（確認内容）
　実施状況報告書の「収入の部」と金銭出納簿の「収入」欄の金額が一致していることを確認。

□

（所属、氏名）

P４、P９参照

（確認内容）
　実施状況報告書の「支出の部」と金銭出納簿の「支出」欄の金額が一致していることを確認。

□

③計画

（確認内容）
　活動計画に位置づけた活動項目について、計画欄に「○」または「－」が記入されていること確認。

□

④実施

収支実績
②支出の部

参照

□

（確認内容）
　実施欄に「●」が記入されている場合
　「実施日または未実施理由」欄に未実施理由が記入されていることを確認。

□

（確認内容）
「実施日または未実施理由」欄に遊休農地解消面積が記入されていることを確認。 □

事業の成果

④実施

（確認内容）
　実施欄に「○」が記入されている場合
　「実施日または未実施理由」欄に記入された実施日が活動記録と一致していることを確認。

P５、P９参照

（注）「確認項目とその内容」に該当しない場合は、チェック欄に「該当なし」と記入。

２．活動の実施状況についての所見

　「実施日または未実施理由」欄に遊休農地解消面積が記入されていることを確認。
　活動計画に位置付けた遊休農地面積が、協定期間内に計画に解消されていることを確認。

□

都道府県が

定めた要件

地域活動指針に基づき定める要件において、独自の要件が定められている場合
（確認内容）
　独自の要件が達成されていることを活動記録により確認。

□

P６参照
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１）収支実績の確認方法

市町村は、金銭出納簿（道協様式第１１－２号）の内容を確認した上で、実施状況報告書（道
協様式第１１号）と金銭出納簿の記載内容が整合しているか確認を行います。

また、金銭出納簿、領収書及び活動記録（道協様式第１１－１号）の整合性についても確認
が必要です。 （具体的には、下記のほか、Ｐ９の内容を踏まえて確認を行うこととなります。）

■書類確認

（道協様式第11号）［国様式第1-9号］

平成○○年度 農地・水保全管理支払交付金（共同活動支援交付金）に係る実施状況報告書

報告年月日 平成○○年○月○日

（市町村長経由）
名称 ○○地区環境保全会

北海道農地･水保全管理対策協議会
会長 ○○ ○○ 殿 代表者会長 ○○ ○○ 殿 代表者

氏名
代表 山田 太郎 印

平成○○年度の農地・水保全管理支払交付金（共同活動支援交付金）の実施状況について、報告します。

１．平成○○年度収支実績 （平成○○年３月３１日現在）

収
入

項 目 金額（円） 備 考

１．前年度繰越 0

２ 共同活動支援交付金 1 777 160

前年度の実施状況報告書に記載されている
次年度繰越額と同じ金額になっているか。

①
金銭出納簿の収入欄の合計額と同じ金入

の
部

２．共同活動支援交付金 1,777,160

３．利子等 194

合 計 1,777,354

支
出
の
部

項 目 金額（円） 備 考

１．日当 200,000

２．購入・リース費 1,100,000

３．委託費 30,000

４．その他 375,000

５ 返還 24 854

金銭出納簿の各支出欄の合計額及び返
還額・次年度繰越額がそれぞれ同じ金額
になっているか。

①

②

②

金銭出納簿の収入欄の合計額と同じ金
額になっているか。

５．返還 24,854

６．次年度繰越 47,500 来年度4月に用排水路泥上げを実施するため

合 計 1,777,354

（注）支出の部「６．次年度繰越」の備考欄には、繰越額の使用予定（使用時期、使用内容）等を記入する。 繰越額がある場合は、適切な繰越理
由が記入されていることを確認。

（様式第１－８号）

平成○○年度 農地・水保全管理支払交付金 共同活動支援交付金 金銭出納簿
金銭出納簿 内容から 不明又は不適正な支出がな か確認

・領収書の番号 金額 人数等と整合がとれているか

記載内容の整合性を確認

③
成 年度 農 保 管 支払 活動支援 銭 納簿

組織名： ○○地区環境保全会

日付 内 容
収入
（円）

支出（円） 残高
（円）

領収書
番号

活動
実施日

備考
（財産の保管場所）日当 購入・ﾘｰｽ費 委託費 その他 計

4月10日 共同活動支援交付金の受取 1,777,160 1,777,160 

4月15日 パソコンリース料 50,000 50,000 1,727,160 1 ○○公民館

5月27日 砂利購入費 70,000 70,000 1,657,160 2 5月10日

6月28日
日当
（1,000円×30人）

30,000 30,000 1,627,160 3 6月28日

・金銭出納簿の内容から、不明又は不適正な支出がないか確認
・金銭出納簿は日付順に整理されているか確認。
（支出が同一日でも費目が異なる場合は分けて記入されているか。）
・活動実施日や支出額など、活動記録と整合がとれているか確認。

領収書の番号、金額、人数等と整合がとれているか
確認。
・縦計及び横計に間違いがないか確認。
・支出費目が正しく分けられているか確認。

③ ③

※「支出 は 表を参考 該当する支出費目 欄 金額を記入 ます

（1,000円 30人）

7月5日
事務用品代
（コピー用紙その他）

10,000 10,000 1,617,160 4

7月15日 研修講師代 10,000 10,000 1,607,160 5 7月15日

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

2月1日 利息分 194 ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

3月25日
事務用品代
（コピー用紙その他）

5,000 5,000 72,354 32 

合 計 1,777,354 200,000 1,100,000 30,000 375,000 1,705,000 

返還額 次年度繰越額

① ②

③ ③

③

「残高」の確認

・対象組織が保
管する通帳と
一致している
か確認。

・入出金額につ
いても確認。

※「支出」には、下表を参考に該当する支出費目の欄に金額を記入します。

支出費目

日当

購入・ﾘｰｽ費

委託費

その他 先進地視察や研修にかかる旅費、保険料、文具代及び光熱費の費用、アルバイト等への賃金、草刈り機や車の燃料代、役員報酬、お茶代など

内　　　容

活動参加者に対して支払った日当

資材（砕石、砂利、ｾﾒﾝﾄなど）の購入費、活動に必要な機械（草刈り機など）の購入費、パソコンなどのリース費、車両、機械等の借り上げ費、花の種、苗代など

建設業者等への外注費、事務の外注費、または、技術指導等のための外部から招く専門家等への謝金

返還額、次年度繰越額

項目 金額（円）

共同活動支援交付金の返還額 24,854 

次年度繰越額 47,500 

合 計 72,354 

44
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■書類確認

２）事業の成果の確認方法

市町村は、活動記録（道協様式第１１－１号）の内容を確認した上で、実施状況報告書（道協様式
第１１号）と活動記録の記載内容が整合しているか確認を行います。
（具体的には、下記のほか、Ｐ９の内容を踏まえて確認を行うこととなります。）

２．事業の成果

活動項目 計画 実施 実施日または未実施理由

点検及び
機能診断

農用地 ○ ○ 4/10、4/12

施設 ○ ○ 4/10、4/12

年度活動計画の策定 ○ ○ 4/14

機能診断・補修技術等の研修 ○ ● 平成○年度実施予定

農
用

①遊休農地発生防止のための保全管理
○ ○

6/20

【遊休農用地解消面積】 0.3ha

②畦畔・農用地法面・防風林等の草刈り ○ ○ 5/15、7/28、8/25

③畦畔 農 地法 等 補修

「計画」欄

活動計画に位置付けた活動項目
に「○」が記入されていることを確
認。

「実施」欄

活動記録により活動が実施され
ていることを確認

②① ③ ①

②

基礎活動

実
践
活
動

用
地③畦畔・農用地法面等の補修 ○ ○ 4/25

④施設の適正管理 ○ ○ 4/25

⑤異常気象時の対応 ○ ● 異常気象がなかったため本年度未実施

水
路

①水路の草刈り ○ ○ 5/15、7/28、8/25

②水路の泥上げ ○ ○ 4/25

③水路の適正管理 ○ ○ 10/20

④付帯施設の適正管理 ○ ○ 10/20

⑤異常気象時の対応 ○ ● 異常気象がなかったため本年度未実施

農
道

①路肩、法面の草刈り ○ ○ 5/15、7/28、8/25

②側溝の泥上げ ○ ○ 4/25

③農道の適正管理 ○ ○ 5/10

④付帯施設の適正管理 ○ ● 点検及び機能診断の結果、破損箇所等が確認されなかった

ていることを確認。

活動要件※を満たしていることを
確認。

活動計画に位置付けた遊休農地
が計画的に解消されていることを
確認。（解消により遊休農地面積
が減少した場合には、活動計画
の変更の届出が必要）④付帯施設の適正管理 ○ ● 点検及び機能診断の結果、破損箇所等が確認されなかった

⑤異常気象時の対応 ○ ● 異常気象がなかったため本年度未実施

た
め
池

①ため池の草刈り － － －

②ため池の泥上げ － － －

③堤体の適正管理 － － －

④付帯施設の適正管理 － － －

⑤異常気象時の対応 － － ー

農村環境保全
活動

計画策定 ○ ○ 4/18

啓発・普及 ○ ○ 7/25

実
践

活
動

農業用水の保全 － － －

農地の保全 － － －

地域環境の保全 ○ ○ 6/28、7/25、10/10

の変更の届出が必要）

なお、活動期間中に遊休農地を
解消できないと判断した場合は、
対象組織にその旨を伝え、除外
の検討をするよう指導して下さい。

「実施日または未実施理由」欄
実施欄「○」

（注）「実施日または未実施理由」欄には、取組の実施日または未実施となった理由を記入します。

（様式第１－７号）

※【活動の要件】
基礎活動
・ 協定に位置付けた施設に該当するすべての活動項目を実施することが必要。
（対象となる施設が存在しない活動項目は除外。（「－」と記入。））

・ 実践活動のうち、施設の適正管理、付帯施設の適正管理及び異常気象時の対応に
ついては、点検及び機能診断に基づいて、各活動項目に含まれる必要な取組を実施。
・ 機能診断・補修技術等の研修は、協定期間内に１回以上の研修を受けることが必要。
・ 毎年度、点検機能診断結果を記録管理し、年度活動計画の策定が必要。

農村環境保全活動

③

②

活動実施日について、活動記
録との整合性を確認。
実施欄「●」

未実施理由の記載を確認する
とともに、点検機能診断記録簿と
対比して、その内容が適正である
か確認。

（様式第１ ７号）

組織名：

実施時間

12時00分 ～ 14時00分 2時00分 10 人 5 人 5 人 □事務処理
  □ 基礎活動

  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

□ 基礎活動 □ 点検・機能診断 □ 計画策定 □ 研修

実践活動

4月10日 水路 ー ー

時間帯 活動項目 取組

平成○○年度　農地・水保全管理支払交付金　共同活動支援　活動記録

○○地区環境保全会

活動実施日時 活動参加人数 活動内容

備考
実施月日

実施時間
総参加人数 農業者 農業者以外 活動区分

施設又は
テーマ

農村環境保全活動
・ 取り組むテーマを１以上定め、そのテーマに該当する取組を実施することが必要。
・ 計画策定は、選択したテーマについて活動実施のための計画を毎年度策定。
・ 啓発・普及は選択したテーマに応じた広報活動、啓発活動等を毎年度１以上実施。
・ 実践活動は、選択したテーマに応じた取組を毎年度１以上実施。

③

記載内容の整合性を確認

13時00分 ～ 15時30分 2時30分 10 人 5 人 5 人 □事務処理
 □ 基礎活動
 
  □ 農村環境保全活動

□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

13時00分 ～ 15時30分 2時30分 20 人 10 人 10 人 □事務処理
  □ 基礎活動
 
  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

14時00分 ～ 16時30分 2時30分 20 人 10 人 10 人 □事務処理
  □ 基礎活動
 
  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

10時00分 ～ 12時00分 2時00分 10 人 10 人 0 人 □事務処理
  □ 基礎活動
 
  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

10時00分 ～ 12時00分 2時00分 10 人 10 人 0 人 □事務処理
  □ 基礎活動
 
  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

13時00分 ～ 15時30分 2時30分 30 人 10 人 20 人 □事務処理
  □ 基礎活動

□ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
□ 計画策定 □ 啓発 普及 □ 実践活動

5月15日 水路 水路の草刈り 水路の草刈り

6月28日
地域環境の
保全

地域環境の保全 生物の生息状況の把握

4月18日
地域環境の
保全

ー ー

5月10日 農道 農道の適正管理 砂利の補充

4月12日 農道 ー ー

4月14日 － ー ー

 □ 農村環境保全活動 □ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

… … 人 … 人 … 人 □事務処理
  □ 基礎活動

  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

…

… … 人 … 人 … 人 □事務処理
  □ 基礎活動

  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

…

… … 人 … 人 … 人 □事務処理
  □ 基礎活動

  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

…

13時00分 ～ 15時00分 2時00分 4 人 4 人 0 人 □事務処理
  □ 基礎活動

  □ 農村環境保全活動

　□ 点検・機能診断、□ 計画策定、□ 研修
　□ 実践活動
　□ 計画策定、□ 啓発・普及、□ 実践活動

総会の準備2月15日 ー ー ー

… … … … …

… … … … …

… … … … …

保全
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・経費の支出を伴う活動の場合、活動記録と金銭出納簿が整合していることを確認。
・経費の支出が伴わない活動も、活動記録に記載されているかを確認。



（別記３－１様式第２号）

■書類確認

３）チェックシートへの記入
市町村は、実施状況報告書等を確認した結果を、実施状況確認チェックシート（書類確認用）

（別記３－１様式第２号）に記入します。（P9の内容を踏まえて記入。）
実施状況報告書等に不備がある場合は、対象組織に修正指示を行い、修正が完了したことを

補足確認した上でチェックシートに記入を行います。

１．活動の実施状況の確認

共同活動支援　実施状況確認チェックシート（書類確認用）

確認年月日：平成○年○月○日

確認者
（所属、氏名）

○○町　産業振興課　農林 次郎

事項 確認項目とその内容 チェック欄

対象組織名 ○○地区環境保全会

Ｐ４、Ｐ５の方法等によ

書類不備による再確認
を行った場合は、最終
確認日を記入します。

（別記３－１様式第２号）

（確認内容）
□

③計画

②支出の部

（確認内容）
　実施状況報告書の「支出の部」と金銭出納簿の「支出」欄の金額が一致していることを確認。

□

収支実績

①収入の部

（確認内容）
　実施状況報告書の「収入の部」と金銭出納簿の「収入」欄の金額が一致していることを確認。

□

事項 確認項目とその内容 チェック欄

り確認が完了した場合
は、チェック欄にチェック
マークを記入します。

北海道 は独自 要件
④実施

（確認内容）
　実施欄に「○」が記入されている場合
　「実施日または未実施理由」欄に記入された実施日が活動記録と一致していることを確認。

□

　活動計画に位置づけた活動項目について、計画欄に「○」または「－」が記入されていること確認。
□

事業の成果

（確認内容）
　「実施日または未実施理由」欄に遊休農地解消面積が記入されていることを確認。
活動計画に位置付けた遊休農地面積が 協定期間内に計画に解消され る とを確認

□

（確認内容）
　実施欄に「●」が記入されている場合
　「実施日または未実施理由」欄に未実施理由が記入されていることを確認。

□

北海道では独自の要件
設定がないので「該当
なし」と記載します。

○ 協定農用地の保全

・貴組織の協定農用地内に、耕作放棄地全体調査（平成24年調査）において、○○筆（○○ha）の耕作放
棄地と区分された農用地が確認されました。これら農用地については、今後の点検活動や保全活動におい
て、特に重点的に活動を実施して下さい。

（注）「確認項目とその内容」に該当しない場合は、チェック欄に「該当なし」と記入。

２．活動の実施状況についての所見

地域活動指針に基づき定める要件において、独自の要件が定められている場合
（確認内容）
　独自の要件が達成されていることを活動記録により確認。

□
都道府県が

定めた要件

　活動計画に位置付けた遊休農地面積が、協定期間内に計画に解消されていることを確認。

該当なし

○ 協定農用地の保全
管理に係る実態把握
調査（H25.9.13付け農
地資源課長通知）の
結果により、「耕作放
棄地」や「荒廃農地」
と区分された農地が
確認された場合は、
その旨を所見欄に記

・貴組織の協定農用地内に、耕作放棄地全体調査（平成24年度調査）において、○○筆（○○ha）の耕作放
棄地と区分された農用地が確認されました。これら農用地については、今後の点検活動や保全活動におい
て、特に重点的に活動を実施し協定期間内に解消してください。
・農道の「附帯施設の適正管理」については、本年度は、点検の結果、未実施（●印）となりましたが、来年度

２．活動の実施状況についての所見

・農道の「付帯施設の適正管理」について、本年度は、点検の結果、未実施（●印）となりましたが、来年度
以降は、毎年度、改めて点検・機能診断を行い、必要な補修等を行って下さい。

・今回、金銭出納簿において、本来であれば費目が異なる支出内容を、同じ支出費目のものとして整理さ
れていました。同一の支出日であっても、異なる費目が複数ある場合は、それぞれ区分して金銭出納簿に
整理する必要があるため、今後、ご注意願います。

その旨を所見欄に記
入します。

○ また、遊休農地の
解消が確認された場
合も、その旨を所見
欄に記入します。

農道の 附帯施設の適正管理」に ては、本年度は、点検の結果、未実施（●印）となりましたが、来年度
以降は、毎年度、改めて点検・機能診断を行い、必要な補修等を行ってください。
・金銭出納簿において、本来であれば費目が異なる支出内容を、同じ支出費目のものとして整理されており
修正をお願いしました。同一の支出日であっても、異なる費目が複数ある場合は、それぞれ区分して近世出
納簿に整理する必要があるため、今後、ご注意願います。
・総会は、団体の構成員を「１」としてカウントしていませんでした。定足数に達してはいますが、今後は団体
にも適正に案内し議決権を行使させてください。 決定事項は回覧により周知され、監査も適正に実施されて
いますので、次年度以降の総会等についても同様に実施してください。

・書類確認において 是正・改善すべき事項が確認された場合や 書類上の不備等は見当たらないものの 今後注意

（活動の実施についての所見への記載例）

（例１） ○○haの遊休農地の解消を確認しました。引き続き、計画的に、遊休農地の解消を行って下さい。なお、解
消した面積に関して、活動計画の変更等を行って下さい。

書類確認において、是正 改善すべき事項が確認された場合や、書類上の不備等は見当たらないものの、今後注意
すべき事項等があれば、その内容について、所見を記載して下さい。
・所見は必ず記載いただく必要があります。

（例２） 領収書に日付が記載されていない等の不備がありました。対応して頂いた結果、不備は解消しましたが、来
年度以降は、今回の指摘を踏まえた資料作成等をお願いします。

（例３） 金銭出納簿を確認した結果、本交付金の目的に反した支出（酒類）が確認されたため、この支出相当額の交
付金の返還が必要となります。

66



■現地確認

２．現地確認について

市町村は、対象組織から提出された書類について、記載内容の妥当性が判断できない場合、実
施状況確認チェックシート（別記３－１様式第３号）を活用し、対象組織に対して現地確認を実施す
る必要があります。

＜参考：現地確認が必要となる具体的事例＞

確認年月日 平成 年 月 日

共同活動支援　実施状況確認チェックシート（現地確認用）

（別記３－１様式第３号）

・協定農用地内の農用地に耕作放棄地全体調査結果との重複が確認された場合
・活動記録に記載された活動量が、他地区と比較して著しく少ない場合
・金銭出納簿等において、不明瞭な支出があると確認された場合
・実施状況報告書において、●印とした理由が不明瞭な場合
・その他市町村担当者が現地確認を必要と判断した場合

現地確認を実施した項目につ
いて、チェック欄を記入します。
※ 現地確認を実施していない

確認日が複数回ある場合は、欄外
に日付を記入し、ここでは、最終確
認日を記入します。

確認年月日：平成 年 月 日

現地確認結果

(1)活動の実施状況の確認

対象組織名 ○○地区環境保全会 確認者（所属、氏名） ○○町　産業振興課　農林 次郎

立会者（構成員） 代表　山田 太郎 関係機関の立会者（所属、氏名） ー

対象活動 計画 実施 確認内容 チェック欄

１．農用地

①遊休農地発生防止のため
の保全管理

○ ○ 当該年度に、遊休農地発生防止のための保全管理等を実施した箇所を確認 □

※ 現地確認を実施していない
場合は、チェック欄の記入は
不要。
※ 現地確認を実施したものの、
活動の実施を確認できなかっ
たものは、所見欄へその理由
を記入します。（チェック欄は
記入不可。）

の保全管理
○ ○ 当該年度に、遊休農地発生防止のための保全管理等を実施した箇所を確認 □

②畦畔・農用地法面・防風林
等の草刈り

○ ○ 当該年度に、畦畔・農用地の路面等の草刈り等を実施した箇所を確認 □

③畦畔・農用地法面等の補
修

○ ○
当該年度に、畦畔の再構築等、農用地の保全管理のための必要な取組を実施した箇
所を確認

□

④施設の適正管理 ○ ○
当該年度に、鳥獣害防止柵等の適正管理等、施設の適正管理のために必要な取組を
実施した箇所を確認

□

⑤異常気象時の対応 ○ ● 当該年度に、異常気象後に応急措置を実施した箇所を確認 □

２．水路

①水路の草刈り ○ ○
当該年度に、水路及び付帯施設（ポンプ場、調整施設等）やその周辺部について、草刈
りを実施した箇所を確認

□

②水路の泥上げ ○ ○ 当該年度に、水路及びポンプ吸水槽等について泥上げを実施した箇所を確認 □

○ 協定農用地の保全管理状
況や遊休農地の解消状況に
ついて、書類等で十分に確認
が出来ない場合は、現地にて
確認を行うことが必要です。

③水路の適正管理 ○ ○
当該年度に、水路側壁のはらみ修正等、施設の適正管理のために必要な取組を実施し
た箇所を確認

□

④付帯施設の適正管理 ○ ○
当該年度に、ゲート類等の保守管理の徹底等、施設の適正管理のために必要な取組を
実施した箇所を確認

□

⑤異常気象時の対応 ○ ● 当該年度に、異常気象後に応急措置を実施した箇所を確認 □

□

３．農道

①路肩、法面の草刈り ○ ○ 当該年度に、路肩・法面の草刈りを実施した箇所を確認 □

②側溝の泥上げ ○ ○ 当該年度に、点検及び機能診断結果に基づいて、側溝の泥上げを実施した箇所を確認 □

③農道の適正管理 ○ ○
当該年度に、砂利の補充等、施設の適正管理のために必要な取組を実施した箇所を確
認

④付帯施設の適正管理 ○ ●
当該年度に、側溝の目地詰め等、施設の適正管理のために必要な取組を実施した箇
所を確認

□

○ なお、保全管理状況の判
断結果については、別途、写
真等、客観的な説明資料を整
理して下さい。

○印や●印が記入された項目について 現地調査の結果 改善措置を要する事項
□

□

④付帯施設の適正管理 ○ ●
所を確認

□

⑤異常気象時の対応 ○ ● 当該年度に、異常気象後に応急措置を実施した箇所を確認

③堤体の適正管理 ー ー
当該年度に、遮水シートの補修等、施設の適正管理のために必要な取組を実施した箇
所を確認

□

４．ため池

①ため池の草刈り ー ー 当該年度に、草刈りを実施した箇所を確認

⑤異常気象時の対応 ー ー 当該年度に、異常気象後に応急措置を実施した箇所を確認 □

②ため池の泥上げ ー ー 当該年度に、点検及び機能診断結果に基づいて、泥上げを実施した箇所を確認 □

④付帯施設の適正管理 ー ー
当該年度に、かんがい期前の施設の清掃・除塵等、施設の適正管理のために必要な
取組を実施した箇所を確認

□

農村環境保全活動の実施欄が●印となることは、原則ありません。

○印や●印が記入された項目について、現地調査の結果、改善措置を要する事項
を確認した場合は、「（２）活動の実施についての所見」欄へその内容を記入します。

注１：「計画」欄、「実施」欄には、実施状況報告書に記載されている「○」又は「－」を転記する。

注２：現地調査を実施した項目について、該当する内容について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

（２）活動の実施についての所見

□

農地の保全 ー ー □

・書類確認により判明した遊休農地のおそれのある農用地○筆、○haについて現地確認を行ったところ、遊休
農地となっている△筆、△haを確認しました。

地域環境の保全 ○ ○ □

５．農村環境保全活動

農業用水の保全 ー ー
・選択したテーマに基づき実施した取組について、実施箇所を確認

・向上活動支援（高度な農地・水の保全活動）において設置した施設がある場合、農村環境保全活動
により維持管理がなされていることを確認

○ 協定農用地の保全管理に
係る実態把握調査（H25.9.13
付け農地資源課長通知）の結
果により、遊休農地と判断し
た場合は、その旨を所見欄に
記入します。

○ 現地において、改善すべき
事 が確 され 合　これら遊休農地については、活動計画を変更の上、次年度以降の活動において計画的に遊休農地の解消活

動を実施するか、又は協定農用地から除外して下さい。（除外の場合は交付金の返還が必要となる場合有
り。）
　また、遊休農地とまではなっていない残りの□筆、□haの農用地についても、今後とも耕作可能な状態に保
全管理されるよう、点検及び草刈り等の活動を適切に行って下さい。

・農道の「付帯施設の適正管理」について、現地確認を行ったところ、側溝が破損し、漏水が発生している箇所
を10ヶ所確認しました。次年度以降の活動において、早急に、これら破損箇所の補修を実施するとともに、今
後、的確な点検活動を実施できるよう、点検体制の見直しを行って下さい。
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事項が確認された場合や、現
時点で活動は実施されている
ものの、今後注意すべき事項
等があれば、その内容につい
て、所見を記載して下さい。



■現地確認

（参考） 「耕作可能な状態に保全管理されている農用地」について

「耕作可能な状態に保全管理されている農用地」とは、人力・農業用機械による草刈、耕起によ
り農業生産の再開が可能な農用地のことをいいます。また、「耕作可能な状態に保全管理されてい
ない農用地」とは 次の①から⑤のいずれかに該当する農用地のうち 人力 農業用機械による草

① 笹、葛等の根の広がる植物が繁茂しており、地表部の草刈のみでは作物の栽培が不可能
な状態の農用地
② 木本性植物（高木、灌木、低木等）を除去しなければ作物の栽培が不可能な状態の農用地
③ イタドリ等の多年生植物が著しく生長し繁茂する等により、作物の栽培が不可能な状態の農
用地
④ 樹体が枯死した上 つるが絡まる等により 作物の栽培が不可能な状態にある樹園地

ない農用地」とは、次の①から⑤のいずれかに該当する農用地のうち、人力・農業用機械による草
刈、耕起では農業生産の再開が困難な農用地のことをいいます。

④ 樹体が枯死した上、つるが絡まる等により、作物の栽培が不可能な状態にある樹園地
⑤ ①から④までに掲げるもののほか、農用地法面等の現場状況や構成員への聞き取り等から
明らかに保全管理されていないと判断される農用地

協定農用地の保全管理状況に係る確認等の流れの一例
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■書類確認

項目 細目 留意事項 検証資料等

（１）会計経理 ①金銭出納 □ 金銭の出納は、金銭出納簿により行い、日付順に整理されているか。 ・金銭出納簿

＜参考＞ 実施状況確認チェックシートを記載する際の留意事項

市町村は、以下の事項に留意して、チェックシートへのチェック、所見等の記入を行います。

（１）会計経理
（収支実績関係）

①金銭出納
簿の整理状
況

□ 金銭の出納は、金銭出納簿により行い、日付順に整理されているか。
□ 他の事業と区分して経理が行われているか。
□ 支出費目の欄に金額が記入されているか。
□ 支出が同一日でも費目が異なる場合は分けて記入されているか。
□ 支出費目が正しく分けられているか。
□ 領収書番号が記入されているか。
□ 活動実施日や支出額など活動記録と整合がとれているか。
□ 「残高」欄の計算は合っているか。
□ 交付金の使途に不明な点はないか。
□ 次年度への繰越の繰越額及び理由は適切か。

金銭出納簿
・活動記録
・領収書
・聞き取り 等

□ 次年度 の繰越の繰越額及び理由は適切か。

②領収書等
の整理状況

□ 領収書（レシート、振込み証明）は全てあるか。
□ 領収書に日付が記入してあるか。
□ 活動日より前に日当等を支払っていないか。
□ 領収書の宛先は対象組織名等になっているか。
□ 領収書に商品名等の内訳が記載されているか。
□ 領収書に通し番号が記入されているか。
□ 領収書番号、金額、人数等が金銭出納簿と一致しているか。
□ 日当支払の領収書に参加者の押印又はサインがあるか。

・領収書

・外注、購入に
係る見積書、契
約書、納品書、
請求書 等

支払 領 書 参 者 押印 あ 。

□ 外注（委託）や物品購入が有る場合、見積書、契約書、納品書、請求
書等が整理されているか。

③預金通帳と
の整合等

□ 金銭出納簿の残高と一致しているか。

□ 預金通帳の保管は、印鑑の管理と別にする等、それぞれ厳重に保管さ
れているか。

・預金通帳
・金銭出納簿
・聞き取り 等

（２）活動状況
（事業の成果関係）

①総会 □ 総会等は、毎年度１回以上開催されているか。
□ 出席者等、総会の成立要件は満たされているか。
□ 総会において 会計及び監査報告が行われているか

・活動記録
・総会資料
議事録□ 総会において、会計及び監査報告が行われているか。

□ 総会の議決事項等について、構成員に周知を行っているか。
・議事録
・聞き取り 等

②活動の実
施

□ 協定の内容に変更がある場合は、変更申請や届出を行っているか。

□ 耕作放棄地全体調査（荒廃農地の発生・解消状況の調査）において、
「耕作放棄地」又は「荒廃農地」に区分された農用地の保全管理状況を
確認しているか。
□ 協定に位置付けた全ての活動項目を実施しているか。
□ ●印としている理由は、点検機能診断記録と照らし合わせ適切か。

農 が

・活動計画書

・実施状況報告
書

・耕作放棄地全
体調査結果
・現地調査

□ 遊休農地が存在する場合は、計画的に解消されているか。
□ 現地にて実測した施設の整備延長・箇所数は、書類と整合しているか。

・聞き取り
・年度計画 等

③委託業務
委託工事

□ 構成員からの合意を得ているか。
□ 市町村等の契約基準に準じた契約方法をとっているか。
□ 契約書の内容は適切か。（業務内容、契約日、契約者）
□ 業務日報、出来型資料等は整理されているか。
□ 活動組織による検査は適切に行われているか。
□ 請求 支払は適切か

・総会資料
・総会の議事録

・契約書、出面
資料、検査結果
・請求書
・金銭出納簿□ 請求、支払は適切か。 ・金銭出納簿
・聞き取り 等

④日当、役員
報酬、旅費等

□ 単価の根拠は適切か。
□ 構成員からの合意を得ているか。また、周知は行っているか。

・総会資料
・聞き取り 等

（３）その他 ①財産 □ 購入した機械、機器の目的外使用はないか。
□ 購入した機械、機器の保管状況は適切か。
□ 50万円以上の機械等は 財産管理台帳に整備されているか

・協定書
・財産管理台帳
・聞き取り 等
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□ 50万円以上の機械等は、財産管理台帳に整備されているか。
□ 施設の更新等を行う場合、あらかじめ、市町村、土地改良区等の施設
の管理者と協議を行い、必要な手続き等について指示を受けているか。
□ 工事を行った場合、図面等の書類は作成されているか。

・聞き取り 等

②他事業との
関係

□ 活動の仕分け等について整理されているか。 ・活動計画書
・聞き取り 等



３．確認結果の提出について

市町村は、実施状況の確認通知書（別記３－１様式第１号）を作成し、チェックシートを添付した上

で、対象組織へ送付します。

併せて、書類確認及び現地確認を終了後、実施状況確認報告書（道協様式第１２号）を作成し、

道協議会へ提出します （チェックシート 金銭出納簿 活動記録 監査報告書を添付 ）

■確認結果の提出

対象活動組織実施状況整理表

道協議会へ提出します。（チェックシ ト、金銭出納簿、活動記録、監査報告書を添付。）

対象組織から提出された実施状況報告書（道協様式
第１１号）の内容を確認の上、転記します。確認を実施した項目に○を、実施しなかった項目に

「－」を記入します。

実施状況確認表

（道協様式第１２号別紙）

平成 ○○ 年度

書 現

購
入
・
リ
ー

ス

委
託
費

そ
の
他

次
年
度
繰
越

合
計

収
支
実
績

活
動
開
始
年
度

分
類

番
号

収入の部（円） 支出の部（円）

事業の成果

前
年
度
繰
越

共
同
活
動

支
援
交
付
金

利
子
等

返
還

合
計

日
当

収支実績（共同活動支援交付金）市町村による実施状況確認

実施状況報告書

都
道
府
県
名

市
町
村
名

事
業
実
施
主
体
名

対象組織番号

対
象
組
織
名

○○県 ○○町 ○○協議会 19 12 3100130054 ○○地区環境保全会 ○ ○ ○ 0 1 ,777 ,160 194 1 ,777 ,354 200 ,000 1 ,100 ,000 30 ,000 375 ,000 24 ,854 47 ,500 1 ,777 ,354

○○県 ○○町 ○○協議会 24 51 3100130055 △△活動組織 ○ ○ ー 0 2 ,200 ,000 1 ,000 2 ,201 ,000 300 ,000 800 ,000 500 ,000 200 ,000 0 401 ,000 2 ,201 ,000

書
類
確
認

現
地
確
認

費
度

ポイント① ポイント② ポイント③

2組織 2 2 1 0 3 ,977 ,160 1 ,194 3 ,978 ,354 500 ,000 1 ,900 ,000 530 ,000 575 ,000 24 ,854 448 ,500 3 ,978 ,354計

【 確認のポイント 】
市町村は、次のポイントなどに注意し、実施状況確認報告書（道協様式第１２号別紙）に転記し、

必要に応じて活動組織 修正指示と補足確認を行います

ポイント④

ポイント①
✔前年度報告している次年度繰越額と、今年度の前年
度繰越額が一致しているか。
→前年度は「13,025円」を次年度に繰り越ししている
のに、今年度の実施状況報告書では「0円」となって
いる場合などがあります。

ポイント③
✔収入と支出の各合計値が一致しているか。
→収入の合計値と、支出の合計値が一致していない
場合があります。

必要に応じて活動組織へ修正指示と補足確認を行います。

ポイント②
✔利子等の額は妥当か。
→預金利息の利率が0.02％とした場合、100万円の
交付金では最大200円程度の利子となるが、記載
値は26,000円。

ポイント④
✔関係する活動組織を全て転記集計しているか。
→関係する活動組織が複数ある場合、全ての活動組
織の実施状況報告書（道協様式第１１号）を取りま
とめて転記します。
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値は26,000円。
→この場合、源泉徴収の仮受金や構成員が負担した
代金等を利子等に入れているなどがあります。

とめて転記します。
→各集計値の記載漏れが無いことを確認します。



■確認結果の提出

対象組織から提出された実施状況報告書（道協様式第１１
号）の内容を確認の上、転記します。実施状況確認表

（道協様式第１２号別紙）

実施状況報告書

事業の成果

基礎活動 農村環境向上活動

点検・機能
診断

計画策定 研修

実践活動

計画策定
異常気象
対応

草刈り 泥あげ
水路適正
管理

付帯施設
適正管理

異常気象
対応

啓発・普及

実践活動

農用地 水路 農道 ため池

農業用水の
保全

農地の保
全

地域環境
の保全施設適正

管理
遊休農地発生防

止
草刈り

畦畔・法面
補修

計 実

草刈り 泥あげ
農道適正
管理

付帯施設
適正管理

異常気象
対応

草刈り 泥あげ
堤体適正
管理

付帯施設
適正管理

異常気象
対応

計 実 計 実 計 実

遊
休
農
地

(

h 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計 実 計実 計 実 計 実 計 実実 計 実 計 実 計実 計

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 0.3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ー ー － － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0.8 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ー －

画 施 画 施 画 施 画 施 解
消
面
積

a

)

画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画 施 画施 画 施 画 施 画 施施 画 施 画 施 画施 画

ポイント⑧ ポイント⑦

2 2 2 2 2 1 2 2 1.1 2 2 2 2 2 1 2 0 2 2 2 2 2 2 2 1 2 0 2 2 2 2 2 2 2 1 2 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 2 2 2 2 1 1 0 0 1 1

① 施設を協定に位置付けているのに、未記入等の項目はないか。
② 適切に記載されているか。（特に、「－」や「●」と記入されている場合。）

確 認 項 目

ポイント⑥ 【様式全般】
✔基礎活動で未記入の活動は無いか。

（例）点検・機能診断、計画策定の実施欄が未記入又は
「●」となっている。

→ 原則全ての活動を実施することから 活動項目が適

② 適切 記載され る 。（特 、 」や ●」 記入され る場合。）
③ 「●」と記入されている場合は、点検機能診断記録管理簿で活動を実施しなかった理由の確認が必要。

ポイント⑧
✔遊休農地発生防止欄に記入漏れ、誤りはないか。

（例）協定に遊休農地面積が位置づいているにもかかわら
ず、計画欄・実施欄とも「－」となっている。

→協定期間終了時に遊休農地が解消されていない場合→ 原則全ての活動を実施することから、活動項目が適
切に実施されていない場合は要件未達成。

（例）研修欄に記入漏れ、誤りはないか。
→ 研修実施年度は活動計画書を確認すること。

（計画していない年度は計画・実施とも「－」、計画して
いて実施しない場合の実施は「●」）

（例）異常気象の欄が、計画・実施とも「－」となっている。
→ 異常気象対応は、点検の結果、適宜対応するもので
あるため、計画の欄は「○」となる。

→協定期間終了時に遊休農地が解消されていない場合
は要件未達成。

（例）“耕作放棄地が無い”ことから計画・実施ともに「－」と
なっている。

→点検の結果、必要に応じて保全管理活動を行う必要が
あるため、計画は常に「○」。

●実施欄、解消面積の扱いについて
【協定に遊休農地を位置付けていない場合】あるため、計画の欄は ○」となる。

ポイント⑦
✔農村環境向上活動の欄に記入漏れ、誤りはないか。
（例）計画策定、啓発・普及の各項目が実施されていない。
（例）実践活動のいずれのテーマも実施されていない。

→ 活動計画に位置付けられた活動項目が実施されていない場

【協定に遊休農地を位置付けていない場合】
・保全管理活動の必要が無い場合、実施は「●」
・保全管理活動を行った場合、実施は「○」

※協定に遊休農地を位置付けていない場合、活動をして
も解消面積はゼロ。

【協定に遊休農地を位置付けている場合】
・解消した場合、実施は「○」で解消面積を記載。
・解消しなかった場合、実施は「－」で解消面積はゼロ。

1111

合は要件未達成。
解消 な 場合、実施 」 解消面積 。
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＜向上活動支援交付金編＞＜向上活動支援交付金編＞
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Ⅰ．実施状況の報告及び確認の流れ
市町村は、書類確認及び現地確認を終了後、実施状況確認報告書（道協様式第１１５号）を作成し、
道協議会に報告を行います。
また、併せて実施状況の確認通知書（別記３－１様式第１号）を作成し、チェックシートを添付した上で、
対象組織へ送付します。

実施状況の報告
毎年度 事業の実施

作成書類：
実績報告書（交付要綱別記様式第８号）

対象組織対
象
組
織 確

＜実施状況の確認フロー図＞

※道協様式第○号とは「向上活動支援交付金に係る
業務方法書」の様式番号です。

毎年度、事業の実施
状況について、市町村
長を経由して道協議会
へ報告

実績報告書（交付要綱別記様式第８号）
＜添付書類＞
・活動記録（道協様式第１１３号）
・金銭出納簿（道協様式第１１４号）
・監査報告書等

市町村

織
か
ら
の
報
告

確
認
終
了
後
、
送
付報告 確認・修正指示

市町村

現地確認
P23～P2６

書類確認
P15～P2３

実
施
状
況
の

チェックシート（実施要領別記３－１様
式第４号）による確認

チェックシート（実施要領別記３－１様
式第５号）による確認

作成書類：
確認通知書（実施要領別記３－１
様式第１号）
＜添付書類＞
・チェックシート（写し）

※確認における留意事項（Ｐ26）を踏まえつつ、書類確認等を実施

＜確認内容＞
・交付金の精算額
・事業期間、事業の成果

＜確認内容＞
・活動の実施状況

の
確
認

毎年度、全地区について実施 活動期間中に一回以上実施

（確認終了後）

作成書類：
実施状況確認報告書（道協様式第１１５号）

＜添付書類＞
①実績報告書（原本）
②精算額チェック表
③活動記録

確認結果の報告
実施状況の確認を終

えたときは、速やかに
道協議会に報告

確認結果の報告
P27～28

確
認
結
果
の
報
告

確認終 後

報告書類に不備等があ
る場合は、提出者に対し
て修正指示を行い、その
修正状況について、必要
に応じて補足確認を行う

！

④金銭出納簿
⑤チェックシート
⑥監査報告書等

告

報告

に応じて補足確認を行う
こと。

道協議会

確
認
結
果
の

報告 確認・修正指示

国

報告

確認・修正指示

確認結果の取りまとめ
市町村長からの報告

を取りまとめて、速や
かに農林水産省農村振
興局長に報告

作成書類：
実績取りまとめ報告書（交付要綱別記様式第９号）
＜添付書類＞
・実施状況確認報告書、実績報告書、活動記録
金銭出納簿、その他必要な書類

の
取
り
ま
と
め
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Ⅱ．市町村における実施状況の確認

１．書類確認について
（１）書類確認の対象地区
市町村は、毎年度、向上活動に取り組む全ての対象組織について、書類確認を行います。

■書類確認

（２）書類確認の方法
実施状況確認チェックシート（実施要領別記３－１様式第４号）を活用し、対象組織から報告され

た実績報告書類の確認を行います。
また、実績報告において、施設の更新等に係る報告がある場合は、対象組織に対して、財産管

理台帳（交付要綱別記様式第11号）の提出を求め、その内容を確認します。
なお、書類に不備等がある場合は、提出者に対して修正指示を行い、その修正状況について、

注：現地確認立会人は 「２ 共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認」を実施する場合に記入する

（別記３－１様式第４号）

向上活動支援　実施状況確認チェックシート

確認年月日：平成　年　月　日

市町村名
確認者

（所属、氏名）

対象組織名 現地確認立会人

なお、書類に不備等がある場合は、提出者に対して修 指示を行 、その修 状況に て、
必要に応じて補足確認を行うことが必要です。(具体的な確認方法は、該当ページを参照。）

③対象組織負担額

注：現地確認立会人は、「２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認」を実施する場合に記入する。

１．書類確認

□

事項 チェック欄

□交付金の
精算額

確認項目とその内容

①予算額
（確認内容）
実績報告書の「予算額」と金銭出納簿の「収入額の合計」の金額が一致していることを確認。

（確認内容）
実績報告書の「精算額」と金銭出納簿の「支出額の合計」の金額が一致していることを確認。

②精算額
Ｐ16参照

□
（確認内容）
向上活動支援交付金の手引きにより対象組織が事業費の１／３以上を負担していることを確認。

④事業着手の時期

⑤事業完了の時期

事業期間

□

□

（確認内容）
活動記録のうちの一番早い活動日が、実績報告書の交付決定日以降となっていることを確認。(交付決定前に
事業着手している場合は、交付決定前着手届け（様式第2-5号）が提出されていることを確認)

（確認内容）
実績報告書の事業完了日が、活動記録のうちの一番遅い活動日以降となっていることを確認。

⑥活動

Ｐ17参照

P18参照

（確認内容）
金銭出納簿に記載された主要な支出項目の領収書を確認。

注：すべての項目について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

要綱別紙２第２の３の活動組織について、水路・農道等の保全管理活動の実施状況の現地確認を行う

事業の成果

摘要

２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認

実 施 時 期施設区分 保全管理の状況の適否

□

□

⑥活動
（確認内容）
実績数量のある実施内容ごとについて、それぞれ活動記録で活動が実施されていることを確認。

⑦支出額

P19参照

P2１参照

注： 1

2

3

4

5 該当する施設がない場合には、「摘要」欄に「該当なし」と記入する。

ため池

平成　　年　　月

平成　　年　　月

摘要

水路

農道

実 施 時 期

平成　　年　　月

「実施時期」は、現地確認立会人からの聞き取りにより記入する。複数回実施している場合には、最終実施時期を記入する。

「保全管理の状況の適否」は、水路・農道等の保全管理活動が適正に行われていることを目視及び聞き取り等により確認する。

「保全管理の状況の適否」欄の（　　）には、否と判定した理由を具体的に記入する。

保全管理が適切に実施されていない場合には、活動を適正に実施するように指導する。指導を踏まえた活動の実施状況を確認
し、「摘要」欄に是正措置を記入する。

施設区分 保全管理の状況の適否

　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） P23参照

5

6 農地に係る活動を実施する場合は、農地についても同様の保全管理活動の確認を行う。この場合は行を追加して記入するものと
する。

該当する施設がな 場合には、 摘要」欄に 該当な 」と記入する。

1515

財産管理台帳の確認について（更新等の活動がある場合のみ） P19参照



１）交付金の精算額 ： ①予算額、②精算額

市町村は、金銭出納簿（道協様式第１１４号）の支出内容が適切であることを確認した上で、実
績報告書（交付要綱別記様式第８号）の「１．交付金の精算額」欄の予算額と精算額が、金銭出納
簿上の金額（収入支出）と一致しているか確認を行います。
（具体的には、下記のほか、Ｐ２６の内容を踏まえて確認を行うこととなります。）

■書類確認

（ － ）×0 5B J

１．交付金の精算額

(1)施設の長寿命化の取組

円 円 円 円

(2)高度な農地・水の保全活動

円 円 円 円727,460 363,730 363,730 0
(3)地域資源保全プランの策定

(375,000) (0)

平成○年度　農地・水保全管理支払交付金実績報告書

事業費
交付金の精算額

その他
国分 地方分

(1 ,500,000) (750,000) (750,000) (0)
1 ,469,464 734,632 734,632 200

(750,000) (375,000)

・金銭出納簿の収入
欄の計と整合して
いるか確認

預金利子等を除い

A B

C D

上段：予算額
下段：精算額

A C E G
J

預金利子や地元

J

（ ）×0.5B J
事業費 預金利子等

（交付要綱別記様式第８号）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

 注：予算額を上段括書、精算額を下段に記載すること。

２．交付決定日 平成○ 年○ 月○ 日

３．事業完了日 平成○ 年○ 月○ 日

合計

(3 ,150,000) (1 ,575,000) (1 ,575,000) (0)
3 ,051,022 1,525,411 1,525,411 200

(400,000) (200,000) (200,000) (0)
387,010 193,505 193,505 0

域 保 策

(4)活動組織の広域化・体制強化

(500,000) (250,000) (250,000) (0)
467,088 233,544 233,544 0

・預金利子等を除い
た金額になってい
るか確認 （例の場
合、預金利子が200
円発生しているが、
予算額に計上して
はならない）

上段と下段の差額
＝国への返還額

G H

E F
負担分を記入

３．事業完了日 平成 年 月 日

４．事業の成果

1.3 事務費 14,552

2 循環かんがい施設の保全等 36 ha

727,4602 水田魚道の設置 2 箇所

1.1 水路本体（補修）
(350)
100

ｍ

1.1 ため池本体（補修） (1 ) 箇所 541,000

1.2 水路本体（更新） 50 ｍ

913,912

活動区分 実施内容 実績 金額（円）

D

・金銭出納簿の支出
欄の計と整合して
いるか確認

B D F H

I

（様式第２－８号）

組織名： ○○地区環境保全会

平成○○年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援交付金　金銭出納簿

残高合計 領収書
③地域資源保全プランの策定 ④活動組織の広域化・体制強化①施設の長寿命化のための活動 ②高度な農地・水の保全活動

4 活動組織の広域化・体制強化 整備済

3 地域資源保全プランの策定 策定済

小　計 3,051,022

,

2 生物生息環境向上施設の設置 1 箇所

467,088

387,010 H

F

○○

・不明及び不適正な支出がないか確認
・日付順に整理されているか確認
（支出が同一日でも費目が異なる場合は分けて記入されているか。）
・活動実施日や支出額など活動記録との整合性を確認

記載内容の整合性を確認

水路 農道 ため池 事務費 計

8月7日
向上活動支援交付金の受取（国
分）

675,000 675,000 337,500 337,500 225,000 225,000 180,000 180,000 1,417,500

8月18日
向上活動支援交付金の受取（地方
分）

750,000 1,425,000 375,000 712,500 250,000 475,000 200,000 380,000 2,992,500

8月25日 ①
水路の破損部分の補
修

目地材購入 89,150 89,150 1,335,850 712,500 475,000 380,000 2,903,350 ①-1

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

8月25日 ④
活動組織の広域化・
体制強化

活動状況管理用パソコンの購入 1,265,850 500,000 475,000 85,000 295,000 2,535,850 ④-1

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

10月28日 ①
Ｕ字フリューム等既設
水路の再布設

施工機械のリース代 78,000 78,000 511,250 412,348 453,890 128,970 1,506,458 ①-７

11月6日 ②
循環かんがい施設の
保全等

スクリーンのゴミ除去作業の日当
（10/22,23施工分）

511,250 30,000 382,348 453,890 128,970 1,476,458 ②-３

水路の破損部分の補 水路の据付作業の日当（10/28 29

残高合計
（円）

領収書
等番号収入（円） 支出（円） 収入（円） 支出（円） 残高（円）残高（円） 収入（円） 支出（円）

日付
残高（円）収入（円）

支出（円）
残高（円）

分類 活動項目 内　　容

A

実際は、活動計画に位置付けた区分毎に作成してください

11月6日 ①
水路の破損部分の補
修

水路の据付作業の日当（10/28,29
施工分）

60,000 511,250 382,348 453,890 128,970 1,476,458 ①-８

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

11月12日 ② 水田魚道の設置 Ｕ字管の購入 89,500 157,122 225,226 425,000 83,000 822,726 ②-６

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

11月26日 ① 事務
コピー用紙とプリンター用のインク
購入

14,552 14,552 74,948 225,226 216,800 79,000 595,974 ①-２２

11月27日 ① ため池
ため池の補修作業の日当
（11/10,11施工分）

30,000 30,000 44,948 225,226 216,800 79,000 565,974 ①-２３

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

1月31日
向上活動支援交付金の受取（国
分）

75,000 111,250 37,500 67,110 25,000 65,400 20,000 54,092 297,852

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

2月25日 ② 事務 コピー用紙の購入 30,536 14,532 22,540 55,922 37,990 146,988 ②-９

J
3月1日 貯金利子 200 30,736 22,540 55,922 37,990 147,188

3月10日 ③
地域資源保全プラン
の策定

地域資源保全プラン策定のための
検討会開催に係る講師謝金

30,736 22,540 25,000 32,912 12,990 99,178 ③-９

合　　計 1,500,200 913,912 0 541,000 14,552 1,469,464 30,736 750,000 727,460 22,540 500,000 467,088 32,912 400,000 387,010 12,990 99,178

返還額

返還額（円）

49,589

49,589

99,178合　　計

返還先

国

○○県
・縦計及び横計に間違いがないか確認
・預金通帳との整合（支出額、残高等）はとれているか確認

I

J

1616

HFB C D E G

国への返還額



農地・水保全管理支払交付金の精算額チェック表

■書類確認

農地・水保全管理支払交付金の精算額チェック表

（２）交付金の精算額の確認方法：③活動組織負担額

農地・水保全管理支払交付金の精算額チェック表を用いて活動組織の負担に
ついて確認します。
なお、本ページの記載値は、前後のページの記載値と一致させていません。

①国の交付決定額 1,176,000

②地方の交付決定額 1,176,000

③換算労務費の算出
延べ活動時間（ｈｒ） 労務単価（円）

労務提供額　　＝ 599 × 11,000 /8hr　＝ 823,625.0

日当の延べ支払金額 688,850

金銭出納簿の国、地方の交付
金収入額を記載。

活動記録の日当支払
額の計を記載。

農地・水保全管理支払交付金の精算額チェック表

134,775

④集落（活動組織）の金銭負担額 1,025,901

⑤預金利子 1,000

⑥活動組織の負担（③＋④） 1,160,676

⑦活動経費
金銭出納簿支出計 ③換算労務費

活動経費　　＝ 3,347,253 + 134,775 = 3,482,028

⑦活動経費 ⑤預金利子

換算労務費（小数第1位切捨）

交付決定額を上限

活動記録の活動時間
の計を記載。 金銭出納簿の自己資

金額を記載。

金銭出納簿の支出
欄の計を記載。

⑦活動経費 ⑤預金利子

⑧国の交付金精算額 3,482,028 ×　1/3　－ 1,000 ×　1/2　= 1,160,176

⑦活動経費 ⑤預金利子

⑨地方の交付金精算額 3,482,028 ×　1/3　－ 1,000 ×　1/2　= 1,160,176

①交付決定額 精算額 不用額

⑩国の交付金不用額 1,176,000 - 1,160,176 = 15,824

②交付決定額 精算額 不用額

⑪地方の交付金不用額 1,176,000 - 1,160,176 = 15,824

⑫交付金精算時の確認

交付決定額を上限

交付決定額を上限

判定が「ＯＫ」となったか。

「ＮＧ」の場合は、活動組織
の負担が不足しているので

金銭出納簿の預金利
⑫交付金精算時の確認

※判定　　実績報告書交付金精算額（国分＋地方分）≦
　　［（活動記録延べ実施時間×単価－日当支払額）＋実績報告書事業費］×２／３

OK

活動区分：施設の長寿命化のための活動 活動組織名：○○地区環境保全会

時間 人 人 人 時間

  □ 調査計画
  □ 設計作業
□ 発注事務

平成○○年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援　活動記録

活動実施日時 活動参加人数

No. 備考
日当の
支払

日当支払額
実施月日

実施時間
総参加人数 農業者 農業者以外

時間帯 実施時間
活動内容

延べ活動
時間

月 日 時 分 時 分 水路 破損部分 補修

の負担が不足しているので、
再度確認のこと。

子を記載。

3.0 時間 2 人 2 人 0 人 6.0 時間  □ 発注事務
  ☑ 施工
  □ 事務処理

1 目地材の購入

時間 人 人 人  時間

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
  □ 施工
  □ 事務処理

4.0 時間 7 人 6 人 1 人  時間

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
  ☑ 施工
  □ 事務処理

20
農道の路盤の転圧

を行った。 ○ 32,200

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
  □ 施工
  □ 事務処理

  □ 調査計画
□ 設計作業

8月25日 8時30分～11時30分 水路の破損部分の補修

・
・
・
・

11月15日 １３時００分～１７時００分 砂利舗装面の補修

・
・
・
・

水路 農道 ため池 事務費 計

8月7日
向上活動支援交付金の受取（国
分）

1,178,000 1,178,000

8月18日
向上活動支援交付金の受取（地方
分）

1,178,000 2,356,000

8月20日
金銭負担
（□□水利組合より）

1,178,000 3,534,000

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

平成○○年度　農地・水保全管理支払交付金 向上活動支援交付金　金銭出納簿

日付 活動項目 内　　容
収入
（円）

支出（円） 残高
（円）

領収書
等番号

52.0 時間 人 人 人 599 時間
 □ 設計作業
  □ 発注事務
  □ 施工
  □ 事務処理

688,850合計

2月6日 預金利子 1,000 181,747

3,529,000 2,297,250 1,020,000 0 30,003 3,347,253 181,747

3月××日
金銭負担分返還
（□□水利組合へ）

150,099 150,099 31,648

3月××日
向上活動支援交付金の返還（国
分）

15,824 15,824 15,824

3月××日
向上活動支援交付金の返還（地方
分）

15,824 15,824 0

3,529,000 2,297,250 1,020,000 0 211,750 3,529,000 0

小　　計（自己資金込み）

合　　計
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平成○年度 農地・水保全管理支払交付金実績報告書

２）事業期間 ： ③事業着手の時期、④事業完了の時期

実績報告書の交付決定日と事業完了日について、活動記録（道協様式第１１３号）と整合してい
ることを確認します。
（具体的には、下記のほか、Ｐ２６の内容を踏まえて確認を行うこととなります。）

■書類確認

（交付要綱別記様式第８号）

１．交付金の精算額

(1)施設の長寿命化の取組

円 円 円 円

(2)高度な農地・水の保全活動

円 円 円 円727,460 363,730 363,730 0
(3)地域資源保全プランの策定

(500 000) (250 000) (250 000) (0)

(375,000) (0)

平成○年度 農地 水保全管理支払交付金実績報告書

事業費
交付金の精算額

その他
国分 地方分

(1 ,500,000) (750,000) (750,000) (0)
1 ,469,464 734,632 734,632 200

(750,000) (375,000)

（交付要綱別記様式第８号）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

 注：予算額を上段括書、精算額を下段に記載すること。

２．交付決定日 平成○ 年○ 月○ 日

３．事業完了日 平成○ 年○ 月○ 日

合計

(3 ,150,000) (1 ,575,000) (1 ,575,000) (0)
3 ,051,022 1,525,411 1,525,411 200

(400,000) (200,000) (200,000) (0)
387,010 193,505 193,505 0

(4)活動組織の広域化・体制強化

(500 ,000) (250,000) (250,000) (0)
467,088 233,544 233,544 0

４．事業の成果

1.3 事務費 14,552

2 循環かんがい施設の保全等 36 ha

727,4602 水田魚道の設置 2 箇所

1.1 水路本体（補修）
(350)
100

ｍ

1.1 ため池本体（補修） (1 ) 箇所 541,000

1.2 水路本体（更新） 50 ｍ

913,912

活動区分 実施内容 実績 金額（円）

活動記録のうち、初
回の活動日が、交付
決定日以降となって
いるか確認
※交付決定日以前に
活動が開始されてい
る場合は 交付決定

（様式第２－６号）

平成○○年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援

活動記録

4 活動組織の広域化・体制強化 整備済

3 地域資源保全プランの策定 策定済

小　計 3,051,022

2 生物生息環境向上施設の設置 1 箇所

467,088

387,010

記載内容の整合性を確認
（道協様式第１１３号）［国様式第２－６号］

る場合は、交付決定
前着手届が提出され
ていることを確認

6.5 時間 13 人 10 人 3 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

6 水路目地を補修した。 ○

  □ 調査計画

組織名：○○地区環境保全会

活動実施日時 活動参加人数

備考 日当の支払
実施月日

実施時間

時間帯 実施時間
総参加人数 農業者 農業者以外

活動記録

活動内容

・水路の破損部分の補修

No.

11月6日
9時00分～
16時30分

事業完了日が、活動記録のうち、最終

2.0 時間 3 人 2 人 1 人
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

7
ホームセンターに行きＵ字
管を購入した。

○

時間 人 人 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

3.0 時間 10 人 8 人 2 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

15
プラン策定のための検討
会を開催

○・地域資源保全プランの策定1月25日
13時30分～
15時30分

・水田魚道の設置

・
・
・

11月12日
9時30分～
11時30分

事業完了日が、活動記録のうち、最終
の活動日以降となっているか確認

時間 人 人 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

2.0 時間 4 人 4 人 0 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

27 総会の準備・事務2月15日
10時00分～
12時00分

・
・
・
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平成○年度　農地・水保全管理支払交付金実績報告書

３）事業の成果 ： ⑤活動

実績報告書の「４．事業の成果」について、それぞれ活動記録により活動が実施されていること
を確認します。（具体的には、下記のほか、Ｐ２６の内容を踏まえて確認を行うこととなります。）

■書類確認

（交付要綱別記様式第８号）

１．交付金の精算額

(1)施設の長寿命化の取組

円 円 円 円

(2)高度な農地・水の保全活動

円 円 円 円

円 円 円 円

727,460 363,730 363,730 0
(3)地域資源保全プランの策定

(500,000) (250,000) (250,000) (0)
467,088 233,544 233,544 0

(375,000) (0)

事業費
交付金の精算額

その他
国分 地方分

(1 ,500,000) (750,000) (750,000) (0)
1 ,469,464 734,632 734,632 200

(750,000) (375,000)

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

 注：予算額を上段括書、精算額を下段に記載すること。

２．交付決定日 平成○ 年○ 月○ 日

３．事業完了日 平成○ 年○ 月○ 日

４．事業の成果

合計

(3 ,150,000) (1 ,575,000) (1 ,575,000) (0)
3 ,051,022 1,525,411 1,525,411 200

(400,000) (200,000) (200,000) (0)
387,010 193,505 193,505 0

(4)活動組織の広域化・体制強化

467,088 233,544 233,544 0

1.3 事務費 14,552

2 循環かんがい施設の保全等 36 ha

727,4602 水田魚道の設置 2 箇所

2 生物生息環境向上施設の設置 1 箇所

1.1 水路本体（補修）
(350)
100

ｍ

1.1 ため池本体（補修） (1 ) 箇所 541,000

1.2 水路本体（更新） 50 ｍ

913,912

活動区分 実施内容 実績 金額（円）

（様式第２－６号）

平成○○年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援

活動記録

4 活動組織の広域化・体制強化 整備済

3 地域資源保全プランの策定 策定済

小　計 3,051,022

467,088

387,010

活動記録の参考として作
業日報が作成されている
場合には、作業日報で、
活動の内容を確認金銭出納簿の支払日との整合を確認

活動記録との整合性を確認

（道協様式第１１３号）［国様式第２－６号］

記載内容の整合性を確認

6.5 時間 13 人 10 人 3 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

6 水路目地を補修した。 ○

  □ 調査計画
□ 設計作業

組織名：○○地区環境保全会

活動実施日時 活動参加人数

備考 日当の支払
実施月日

実施時間

時間帯 実施時間
総参加人数 農業者 農業者以外

活動内容

・水路の破損部分の補修

No.

11月6日
9時00分～
16時30分

活動の内容を確認金銭出納簿の支払日との整合を確認
（活動日より前に日当を支払っていないか等）

2.0 時間 3 人 2 人 1 人
 □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

7
ホームセンターに行きＵ字
管を購入した。

○

時間 人 人 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

3.0 時間 10 人 8 人 2 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

15
プラン策定のための検討
会を開催

○

□ 調査計画

・地域資源保全プランの策定1月25日
13時30分～
15時30分

・水田魚道の設置

・
・
・

11月12日
9時30分～
11時30分

時間 人 人 人

 □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

2.0 時間 4 人 4 人 0 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

27 総会の準備・事務2月15日
10時00分～
12時00分

・
・
・
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（様式第２－８号）

平成○○年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援交付金　金銭出納簿

４）事業の成果 ： ⑥支出額

金銭出納簿に記載された各支出内容について、領収書等との整合性を確認します。

（具体的には、下記のほか、Ｐ２６の内容を踏まえて確認を行うこととなります。）

■書類確認

（道協様式第１１４号）［国様式第２－７号］

組織名： ○○地区環境保全会

水路 農道 ため池 事務費 計

8月7日
向上活動支援交付金の受取（国
分）

675,000 675,000 337,500 337,500 225,000 225,000 180,000 180,000 1,417,500

8月18日
向上活動支援交付金の受取（地方
分）

750,000 1,425,000 375,000 712,500 250,000 475,000 200,000 380,000 2,992,500

8月25日 ①
水路の破損部分の補
修

目地材購入 89,150 89,150 1,335,850 712,500 475,000 380,000 2,903,350 ①-1

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

8月25日 ④
活動組織の広域化・
体制強化

活動状況管理用パソコンの購入 1,265,850 500,000 475,000 85,000 295,000 2,535,850 ④-1

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

分類 活動項目 内　　容

①施設の長寿命化のための活動 ②高度な農地・水の保全活動 ③地域資源保全プランの策定 ④活動組織の広域化・体制強化

残高（円）収入（円）
支出（円）

残高（円）

残高合計
（円）

領収書
等番号収入（円） 支出（円） 収入（円） 支出（円） 残高（円）残高（円） 収入（円） 支出（円）

日付

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

10月28日 ①
Ｕ字フリューム等既設
水路の再布設

施工機械のリース代 78,000 78,000 511,250 412,348 453,890 128,970 1,506,458 ①-７

11月6日 ②
循環かんがい施設の
保全等

スクリーンのゴミ除去作業の日当
（10/22,23施工分）

511,250 30,000 382,348 453,890 128,970 1,476,458 ②-３

11月6日 ①
水路の破損部分の補
修

水路の据付作業の日当（10/28,29
施工分）

60,000 511,250 382,348 453,890 128,970 1,476,458 ①-８

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

11月12日 ② 水田魚道の設置 Ｕ字管の購入 89,500 157,122 225,226 425,000 83,000 822,726 ②-６

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

11月26日 ① 事務
コピー用紙とプリンター用のインク
購入

14,552 14,552 74,948 225,226 216,800 79,000 595,974 ①-２２

11月27日 ① ため池
ため池の補修作業の日当
（11/10 11施工分）

30,000 30,000 44,948 225,226 216,800 79,000 565,974 ①-２３
（11/10,11施工分）

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

1月31日
向上活動支援交付金の受取（国
分）

75,000 111,250 37,500 67,110 25,000 65,400 20,000 54,092 297,852

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

2月25日 ② 事務 コピー用紙の購入 30,536 14,532 22,540 55,922 37,990 146,988 ②-９

3月1日 貯金利子 200 30,736 22,540 55,922 37,990 147,188

3月10日 ③
地域資源保全プラン
の策定

地域資源保全プラン策定のための
検討会開催に係る講師謝金

30,736 22,540 25,000 32,912 12,990 99,178 ③-９

合　　計 1,500,200 913,912 0 541,000 14,552 1,469,464 30,736 750,000 727,460 22,540 500,000 467,088 32,912 400,000 387,010 12,990 99,178

返還額 ① ① ① ①
返還額（円）

49,589

49,589

99,178合　　計

返還先

国

○○県

・金銭出納簿と領収書との整合性（日付、支出額等）を確認
・金銭出納簿、領収書、及び活動記録との整合性（活動日等）を確認

①

内容の整合性を確認

領収書番号の整合性を確認

③－９

対象組織より提出された
領収書（写し）

②－３

2020

領収書（写し）



５）共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認

共同活動支援交付金の交付を受けずに水路・農道等施設の保全管理活動を行う組織に
対し、当該施設の保全管理活動が適正に行われているのか、目視及び聞き取り等により確
認します。

■書類確認

水路 平成26年２月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認

要綱別紙２第２の３及び４の対象組織について、水路・農道等の保全管理活動の実施状況の現地確認を行う

施設区分 実 施 時 期 保全管理の状況の適否 摘要

（別記３－１様式第４号 向上活動支援 実施状況確認チェックシート）

注： 1

2

○月○日　砂利補充を支持
○月○日　適切な実施を確認

該当無し

農用地 平成26年２月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

耕作放棄地全体調査結果を確
認したところ、対象農用地内に、
「耕作放棄地」、「荒廃農地」と
区分された農用地は存在してい
ない。

ため池 平成　　年　　月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

「実施時期」は、現地確認立会人からの聞き取りにより記入する。複数回実施している場合には、最終実施時期を記入する。

「保全管理の状況の適否」は 水路・農道等の保全管理活動が適正に行われていることを目視及び聞き取り等により確認する

農道 平成25年８月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

2

3

4

5

6

保全管理が適切に実施されていない場合には、活動を適正に実施するように指導する。指導を踏まえた活動の実施状況を確認し、
「摘要」欄に是正措置を記入する。

該当する施設がない場合には、「摘要」欄に「該当なし」と記入する。

農地に係る活動を実施する場合は、農地についても同様の保全管理活動の確認を行う。この場合は行を追加して記入するものと
する。

「保全管理の状況の適否」は、水路・農道等の保全管理活動が適正に行われていることを目視及び聞き取り等により確認する。

「保全管理の状況の適否」欄の（　　）には、否と判定した理由を具体的に記入する。

・ 現地確認等の結果を記入します。

・ 現地確認の結果、水路・農道等の保全管理が適切でない部分があると判断された場合は、保全管理活動の追
加実施について指導して下さい。また、その活動が行われた後に再度確認を行い、その結果をもって適否を判断
するとともに、摘要欄に追加実施内容を記入してください。

・ 向上活動支援交付金の対象農用地が適切に保全管理されており、交付対象面積として計上することが適切
な状態にあるかどうかを確認することが必要です。このため、協定農用地の保全管理に係る実態把握調査
（H25.9.13付け農地資源課長通知）の結果により、市町村は、向上活動支援交付金の対象農用地内に「耕作放
棄地」又は「荒廃農地」と区分されている農用地がないか確認して下さい。（共同活動支援交付金実施地区と同
様、必要に応じて現地確認を行って下さい。）また、確認結果については、行を追加して摘要欄に記入します。
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６）チェックシートへの記入

市町村は、P.15～20の方法による確認後、チェック欄を「✓」を記入します。
なお、書類の不備により確認できない場合は、チェックを記入できません。活動組織等に書
類の再提出を求め、再確認して下さい。

■書類確認

（別記３－１様式第４号）

向上活動支援　実施状況確認チェックシート

確認年月日：平成○年○月○日

市町村名 ○○市
確認者

○○町 産業振興課 農林 次郎

類の再提出を求め、再確認して下さい。

書類不備による再確認を終えた、最終確認日を記入

□

事項 確認項目とその内容 チェック欄

①予算額

（確認内容）

対象組織名 ○○地区環境保全会 現地確認立会人 代表　山田 太郎

注：現地確認立会人は、「２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認」を実施する場合に記入する。

１．書類確認

市町村名 ○○市
確認者

（所属、氏名）
○○町 産業振興課 農林 次郎

□

□

（確認内容）
実績報告書の「精算額」と金銭出納簿の「支出額の合計」の金額が一致していることを確認。

事業期間

③事業着手の時期

（確認内容）
活動記録のうちの一番早い活動日が、実績報告書の交付決定日以降となっていることを確認。(交付決定前に
事業着手している場合は、交付決定前着手届け（様式第2-5号）が提出されていることを確認)

交付金の
精算額

実績報告書の「予算額」と金銭出納簿の「収入額の合計」の金額が一致していることを確認。

②精算額

□

□

事業の成果

⑤活動

（確認内容）
実績数量のある実施内容について、それぞれ活動記録で活動が実施されていることを確認。

⑥支出額

④事業完了の時期

（確認内容）
実績報告書の事業完了日が、活動記録のうちの一番遅い活動日以降となっていることを確認。

□

注：すべての項目について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

水路 平成26年２月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認

要綱別紙２第２の３及び４の対象組織について、水路・農道等の保全管理活動の実施状況の現地確認を行う

施設区分 実 施 時 期 保全管理の状況の適否 摘要

（確認内容）
金銭出納簿に記載された主要な支出項目の領収書を確認。

注： 1

○月○日　砂利補充を支持
○月○日　適切な実施を確認

該当無し

農用地 平成26年２月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

耕作放棄地全体調査結果を確
認したところ、対象農用地内に、
「耕作放棄地」、「荒廃農地」と
区分された農用地は存在してい
ない。

ため池 平成　　年　　月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

「実施時期」は、現地確認立会人からの聞き取りにより記入する。複数回実施している場合には、最終実施時期を記入する。

農道 平成25年８月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

共同活動支援交付金を受けず 向上単独で実施してい2

3

4

5

6

保全管理が適切に実施されていない場合には、活動を適正に実施するように指導する。指導を踏まえた活動の実施状況を確認し、
「摘要」欄に是正措置を記入する。

該当する施設がない場合には、「摘要」欄に「該当なし」と記入する。

農地に係る活動を実施する場合は、農地についても同様の保全管理活動の確認を行う。この場合は行を追加して記入するものと
する。

「保全管理の状況の適否」は、水路・農道等の保全管理活動が適正に行われていることを目視及び聞き取り等により確認する。

「保全管理の状況の適否」欄の（　　）には、否と判定した理由を具体的に記入する。

2222

共同活動支援交付金を受けず、向上単独で実施してい
る対象組織においては、行を追加し、協定農用地の保
全管理に係る実態把握調査（H25.9.13付け農地資源課
長通知）の結果について摘要欄に記入します。



■書類確認

７）財産管理台帳の確認

市町村は、実績報告書（交付要綱別記様式第８号）において、施設の更新等に係る報告が
あった場合は、対象組織に対して、財産管理台帳（交付要綱別記様式第11号）の提出を求め、
その内容を確認します

 別記様式第１１号（第１５関係）

財　産　管　理　台　帳　

その内容を確認します。
なお、市町村へ譲渡予定の施設について、工事実施前にあらかじめ作成を指示していた図
面等の書類の整備状況等を確認するほか、できるだけ速やかに譲渡が行われるよう、譲渡
に必要となる手続き等を対象組織に対して指導して下さい。

処分 有無を確認

水路 ○○県○○市○○字○番 40m H24 .12 .5 200 ,000 100 ,000 40 無償譲渡
施工：□□建設
H25.3 .15に○○市
へ譲渡済み

農道 ○○県○○市○○字○番 無償譲渡
施工：自主施工

農道 線

○○用水路　BF-400 H24 .10 .2 100 ,000 0 H64 .12 .4

 処分制限
年月日

 承認
年月日

 処分の
内容

国の交付
金

地方分 その他
 事業量  着工

年月日

 竣工
年月日

 総事業費
(単位 :円)

   経 費 内 訳(単位:円)
 耐用年
数

年度

事　業　の　内　容 工　　　期 経　費　の　区　分 処分制限期間 処分の状況

備考
名称  工種構造・規格

 施工箇所
又は

設置場所

事業実施主体名 ○○地区環境保全会 事業名
農地・水保全管理支払交付金
（向上活動支援交付金）

事業実施年度 ○ 年度　　～ ○

処分の有無を確認
目的外使用をしていないか確認※

農道 ○○県○○市○○字○番 50m H26.11.20 600 ,000 300 ,000 10 無償譲渡 H26.12 .24に○○改
良区へ譲渡済み

農道○○線　アスファルト舗装（ t= 5 cm） H26 .10 .1 5 300 ,000 0 H36 .11 .19

実績報告書の「４．事業の成果」に記入
されている事業量と同じであるか確認 金銭出納簿と整合しているか確認

譲渡が完了した場合は 譲渡年月日を備考欄に記入

800,000 400,000

注３：備考欄には、譲渡先、交換先、貸付け先、抵当権等の設定権者の名称又は交付金返還額を記入すること。

注１：処分制限年月日欄には、処分制限の終期を記入すること。

注２：処分の内容欄には、譲渡、交換、貸付け、担保提供等別に記入すること。

計 400,000 0

工作物等の所在、構造、規模、数量等が明示された図面等の書類は作成されているのか確認

譲渡が完了した場合は、譲渡年月日を備考欄に記入

　　　また、外注工事の場合には施工業者名等を記入するなど、今後の財産管理において必要となる事項について適宜記入すること。

注４：この書式により難い場合には、処分制限期間欄及び処分の状況欄を含む他の書式をもって財産管理台帳に代えることができる。

注５：複数年にわたって施工する施設については、完成した年度で記載するものとする。

※ 目的外使用の場合、譲渡を行う以前に、農林水産省農村振興局長等の承認が必要となります。
（例：工事後に親水施設の一部として使用するなど）
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２．現地確認について

（１）現地確認の対象地区

市町村は、向上活動に取り組む全ての対象組織について、当該対象組織の活動期間中に一回
以上現地確認を行う必要があります 毎年度 計画的に実施してください

■現地確認

以上現地確認を行う必要があります。毎年度、計画的に実施してください。

（２）現地確認の方法

市町村は、実施状況確認チェックシート（現地確認用）（別記３－１様式第４号）に基づき、現地確
認を行います。

具体的な確認方法については、それぞれ該当するページをご覧ください。具体的な確認方法に ては、それぞれ該当する ジを 覧くださ 。

確認年月日：平成　　年　　月　　日

対象組織名

立会者（構成員）

（別記３-１様式第５号）

向上活動支援　実施状況確認チェックシート（現地確認用）

市町村名 確認者（所属、氏名）

関係機関の立会者（所属、氏名）

(３)高度な農地・水の保全活動に係る実施状況の確認

ha

ｍ

ha

循環かんがい施設の保全等

水路への木炭等の設置

冬期湛水等のためのポンプ
設置

・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。

１．農業用水の保全

・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。

・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

チェック欄活動項目 数量 確認内容（活動の実施）

現地確認結果

（１）施設の長寿命化のための活動に係る実施状況の確認

ｍ ｍ

箇所 箇所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

対象施設
事業量

確認内容（活動の実施） チェック欄
補修 更新等

２．農道

１．水路

水路本体 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。

付帯施設 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。

農道本体 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。

箇
所

箇
所

各
単
位

ｍ

ｍ

m3

各
単
位

箇
所

水田魚道の設置（再設置）

地方裁量による追加項目
(                    )

グリーンベルト等の設置

防風林の設置

ため池等の浚渫

・施工数量について 現地で確認（面積については図測でも可能）

・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

３．地域環境の保全

・施工数量について、現地で確認。
・維持管理が適切に行われているか確認。

地方裁量による追加項目
(                    )

２．農地の保全

・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。

・施工数量について、現地で確認。

・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

末端ゲート・バルブの自動
化等

給水栓・取水口の自動化等

・施工数量について、現地で確認。

・施工数量について、現地で確認。

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

箇
所

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

注１：事業量は、実績報告書の「４．事業の成果」に記入されている事業量を記入する（対象外の施設については「－」を記入する）。

注２：該当する内容について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

注３：地下に埋設されるなど現地で活動の実施状況を確認できない施設については、納品書、写真等で確認する。

付帯施設 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。

　施工箇所について、現地で確認。

付帯施設 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。

４．農地に係る施設

農地に係る
施設

　施工箇所について、現地で確認。

３．ため池

堤体本体

ha

箇
所

ｍ

ha

ha

ha

m2

ｍ

各
単
位

注１：事業量は、実績報告書の「４．事業の成果」に記入されている事業量を記入する（対象外の施設については「－」を記入する）。

注２ 該当する内容について確認した後 チ ック欄に「レ」を記入する

地方裁量による追加項目
(                    )

水路魚道の設置

生物の移動経路の確保

水田貯留（水位調整板
（管）の設置）

水環境回復のための節水か
んがいの導入

水田貯留（排水桝の改良、
畦畔の嵩上げ等）

生物生息環境向上施設の設
置

カバープランツ（地被植
物）の設置

・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。

・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

・施工数量について、現地で確認。
・維持管理が適切に行われているか確認。

・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

法面への小段（犬走り）の
設置

・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。

（２）活動の実施についての所見

注：実績報告の事業量と合致しない場合は、現地で確認した事業量に修正して、実績報告書の再提出を求める旨を記入する。

注２：該当する内容について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

注３：地下に埋設されるなど現地で活動の実施状況を確認できない施設については、納品書、写真等で確認する。

（４）高度な農地・水活動の実施についての所見

注：実績報告の事業量と合致しない場合は、現地で確認した事業量に修正して、実績報告書の再提出を求める旨を記入する。

施設の長寿命化のための活動にかかる実施状況の確認 高度な農地・水の保全活動に係る実施状況の確認

Ｐ24参照 Ｐ25参照
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確認年月日 平成○年○月○日

（別記３-１様式第５号）

向上活動支援　実施状況確認チェックシート（現地確認用）

■現地確認

１）施設の長寿命化のための活動にかかる実施状況の確認

該当する全ての項目のチェックが完了した年月日を記入

確認年月日：平成○年○月○日

現地確認結果

立会者（構成員） 代表　山田 太郎

市町村名 ○○市 確認者（所属、氏名） ○○町　産業振興課　農林 次郎

対象組織名 ○○地区環境保全会 関係機関の立会者（所属、氏名） ○○土地改良区　水土里 三郎

実績報告書の「４．事業の成果」に記入されている事業量について、

・完成数量分については、適切に施工されているかを確認の上、下
段に実数で記入

・暫定数量分については、購入量なのか、調査・設計量なのか等、
数値の性格を確認の上 上段に（ ）書きで記入（１）施設の長寿命化のための活動に係る実施状況の確認

ｍ ｍ

箇所 箇所

１．水路

水路本体
(350)
100

50 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

付帯施設 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

対象施設
事業量

確認内容（活動の実施） チェック欄
補修 更新等

実績報告書の事業量が現地で確

数値の性格を確認の上、上段に（ ）書きで記入

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

３．ため池

２．農道

農道本体 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

付帯施設 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

実績報告書の事業量が現地で確
認できなかった場合は、「（２）活動
の実施についての所見」欄を記入

対象外の施設につ
いては「－」を記入

箇
所

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

４．農地に係る施設

農地に係る施
設

ー ー 　施工箇所について、現地で確認。 □

堤体本体 (1) ー 　施工箇所について、現地で確認。 □

付帯施設 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

注１：事業量は、実績報告書の「４．事業の成果」に記入されている事業量を記入する（対象外の施設については「－」を記入する）。

注２：該当する内容について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

注３：地下に埋設されるなど現地で活動の実施状況を確認できない施設については、納品書、写真等で確認する。

（２）活動の実施についての所見

（例）
１．水路本体　補修
　水路の破損部分の補修を行った延長と、実績報告書に記載されている延長が異なります。実績報告書の延長を修正し再提出して下さい。

注：実績報告の事業量と合致しない場合は、現地で確認した事業量に修正して、実績報告書の再提出を求める旨を記入する。

（活動の実施についての所見への記載例）

（例１） 水路の破損部分の補修を行った延長と、実績報告書に記載されている延長が異なります。実績報告書
の延長を修正して再提出してください。

（例２） 集水枡の補修箇所について 実績報告書に記載されている箇所数と合致していません 実績報告書の（例２） 集水枡の補修箇所について、実績報告書に記載されている箇所数と合致していません。実績報告書の
箇所数を修正して再提出してください。

（例３） 実績報告書に農道本体○○ｍと記載されていますが、現地で施工場所の確認ができません。活動記録
及び金銭出納簿を再度確認し、修正した上で実績報告書についても修正して再提出してください。

（例４） 水路魚道の設置は現地で確認できましたが、実績報告書に記載されている対象面積が、図測の面積と
合致しません。対象面積を再度算定し、面積を修正して再提出してください。

2525



２）高度な農地・水の保全活動に係る実施状況の確認

実績報告書の「４．事業の成果」に記入され
ている事業量が適切に実施されているか確
認の上、記入

■現地確認

(３)高度な農地・水の保全活動に係る実施状況の確認

ha

ｍ

ha

活動項目 数量 確認内容（活動の実施） チェック欄

１．農業用水の保全

循環かんがい施設の保全等 35 ・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。 □

水路への木炭等の設置 ー
・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

冬期湛水等のためのポンプ
設置

ー ・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。 □対象外の施 ha

箇
所

箇
所

各
単
位

ｍ

設置
施 数量に いて、現地で確認（面積に いては図測でも可能）。 □

末端ゲート・バルブの自動
化等

ー ・施工数量について、現地で確認。 □

給水栓・取水口の自動化等 ー ・施工数量について、現地で確認。 □

地方裁量による追加項目
(                    )

ー
・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

２．農地の保全

グリーンベルト等の設置 ー
・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

「活動の実施」について、実績報
告書の事業量が現地で確認で
きなかった場合、「（４）活動の実
施についての所見」欄を記入

対象外の施
設について
は「－」を記
入

ｍ

m3

各
単
位

箇
所

維持管理が適切に行われているか確認。

防風林の設置 ー ・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

ため池等の浚渫 ー ・施工数量について、現地で確認。 □

地方裁量による追加項目
(                    )

ー
・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

３．地域環境の保全

水田魚道の設置（再設置） 2
・施工数量について、現地で確認。
・維持管理が適切に行われているか確認。 □

ha

箇
所

ｍ

ha

ha

水路魚道の設置 ー
・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

生物生息環境向上施設の設
置

1
・施工数量について、現地で確認。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

生物の移動経路の確保 ー
・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

水環境回復のための節水か
んがいの導入

ー ・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。 □

水田貯留（排水桝の改良、
畦畔の嵩上げ等）

ー
・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
維持管理が適切に行われているか確認

□ha

ha

m2

ｍ

各
単
位

注１：事業量は 実績報告書の「４ 事業の成果」に記入されている事業量を記入する（対象外の施設については「－」を記入する）

□

ー ・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

畦畔の嵩上げ等） ・維持管理が適切に行われているか確認。
□

水田貯留（水位調整板
（管）の設置）

ー
・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

地方裁量による追加項目
(                    )

ー
・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

カバープランツ（地被植
物）の設置

ー
・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

法面への小段（犬走り）の
設置

注１：事業量は、実績報告書の「４．事業の成果」に記入されている事業量を記入する（対象外の施設については「 」を記入する）。

注２：該当する内容について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

注３：地下に埋設されるなど現地で活動の実施状況を確認できない施設については、納品書、写真等で確認する。

（４）高度な農地・水活動の実施についての所見

（例）
１．循環かんがい施設の保全等
　循環池及び循環かんがい用のポンプについて現地で確認出来ましたが、実績報告書に記載されている対象面積が、図測の面積と合致しま
せん。対象面積を再度算定し、面積を修正して再提出して下さい。

注：実績報告の事業量と合致しない場合は、現地で確認した事業量に修正して、実績報告書の再提出を求める旨を記入する。
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■書類確認

項目 細目 留意事項 検証資料等

（１）会計経理 ①金銭出納 □ 金銭の出納は、金銭出納簿により行い、日付順に整理されているか。 ・金銭出納簿

＜参考＞ 実施状況確認チェックシートを記載する際の留意事項

市町村は、以下の事項に留意して、チェックシートへのチェック、所見等の記入を行います。

（１）会計経理
（収支実績関係）

①金銭出納
簿の整理状
況

□ 金銭の出納は、金銭出納簿により行い、日付順に整理されているか。
□ 他の事業と区分して経理が行われているか。
□ 支出費目の欄に金額が記入されているか。
□ 支出が同一日でも費目が異なる場合は分けて記入されているか。
□ 支出費目が正しく分けられているか。
□ 領収書番号が記入されているか。
□ 活動実施日や支出額など活動記録と整合がとれているか。
□ 「残高」欄の計算は合っているか。
□ 交付金の使途に不明な点はないか。
□ 次年度への繰越の繰越額及び理由は適切か。

金銭出納簿
・活動記録
・領収書
・聞き取り 等

□ 次年度 の繰越の繰越額及び理由は適切か。

②領収書等
の整理状況

□ 領収書（レシート、振込み証明）は全てあるか。
□ 領収書に日付が記入してあるか。
□ 活動日より前に日当等を支払っていないか。
□ 領収書の宛先は対象組織名等になっているか。
□ 領収書に商品名等の内訳が記載されているか。
□ 領収書に通し番号が記入されているか。
□ 領収書番号、金額、人数等が金銭出納簿と一致しているか。
□ 日当支払の領収書に参加者の押印又はサインがあるか。

・領収書

・外注、購入に
係る見積書、契
約書、納品書、
請求書 等

支払 領 書 参 者 押印 あ 。

□ 外注（委託）や高額な購入が有る場合、見積書、契約書、納品書、請求
書等が整理されているか。

③預金通帳と
の整合等

□ 金銭出納簿の残高と一致しているか。

□ 預金通帳の保管は、印鑑の管理と別にする等、それぞれ厳重に保管さ
れているか。

・預金通帳
・金銭出納簿
・聞き取り 等

（２）活動状況
（事業の成果関係）

①総会 □ 総会等は、毎年度１回以上開催されているか。
□ 出席者等、総会の成立要件は満たされているか。
□ 総会において 会計及び監査報告が行われているか

・活動記録
・総会資料
議事録□ 総会において、会計及び監査報告が行われているか。

□ 総会の議決事項等について、構成員に周知を行っているか。
・議事録
・聞き取り 等

②活動の実
施

□ 協定の内容に変更がある場合は、変更申請や届出を行っているか。

□ 対象農用地内に遊休農地等は発生していないか。（耕作放棄地全体
調査等において「耕作放棄地」又は「荒廃農地」に区分された農用地が存
在していないか。）
□ 計画に位置付けた全ての対象施設において活動を実施しているか。
□ 活動計画に基づき、計画的に活動が行われているか。

書

・活動計画書

・実施状況報告
書

・耕作放棄地全
体調査結果
・現地調査

□ 現地にて実測した施設の整備延長・箇所数は、書類と整合しているか。
□ 地域資源保全プランには、必要事項が適切に記載されているか。

・聞き取り
・年度計画 等

③委託業務
委託工事

□ 構成員からの合意を得ているか。
□ 市町村等の契約基準に準じた契約方法をとっているか。
□ 契約書の内容は適切か。（業務内容、契約日、契約者）
□ 業務日報、出来型資料等は整理されているか。
□ 検査は適切に行われているか。
□ 請求、支払は適切か。

・総会資料
・総会の議事録

・契約書、出面
資料、検査結果
・請求書
・金銭出納簿□ 請求、支払は適切か。 金銭出納簿
・聞き取り 等

④日当、役員
報酬

□ 単価の根拠は適切か。
□ 構成員からの合意を得ているか。また、周知は行っているか。

・総会資料
・聞き取り 等

（３）その他 ①財産 □ 購入した機械、機器の目的外使用はないか。
□ 購入した機械、機器の保管状況は適切か。
□ 50万円以上の機械等は、財産管理台帳に整備されているか。

・協定書
・財産管理台帳
・聞き取り 等

2727

□ 50万円以上の機械等は、財産管理台帳に整備されているか。
□ 施設の更新等を行う場合、あらかじめ、市町村、土地改良区等の施設
の管理者と協議を行い、必要な手続き等について指示を受けているか。
□ 工事を行った場合、図面等の書類は作成されているか。

聞き取り 等

②他事業との
関係

□ 活動の仕分け等について整理されているか。 ・活動計画書
・聞き取り 等



■確認結果の提出

３．確認結果の提出について

市町村は、実施状況の確認通知書（実施要領別記３－１様式第１号）を作成し、チェックシートを添
付した上で、対象組織へ送付します。
併せて、書類及び現地確認を終了後、実施状況確認報告書（道協様式第１１５号）を作成し、対象

管内の対象組織から提出された

組織から提出された実績報告書、精算額チェック表、活動記録、金銭出納簿、実施状況確認チェック
シート、監査報告書を添付して、道協議会を経由して農林水産省農村振興局長に提出します。

（道協議会第１１５号別紙）

（別紙）

実施状況確認表

平成 ○○ 年度

事業費

都
道
府

市
町
村

地
方
負
担
分
の
交

対象組織番号

対
象
組
織

市町村による
実施状況の確認

交
付
金

事
業

事業の成果 １　施設の長寿命化の取組 ２　高度な農地・水の保全活動

支出内訳（円） 交付金の精算額（円）

採 書 現

交付金の精算額（円）

（
農

実績報告書を集計して記入

○○県 ○○市 ○○協議会 19 52 ********* ○○地区環境保全会 ○ ○ ○ ○ 1,469,464 1,469,264 734,632 734,632 200 1,469,464 913,912 0 541,000 0 14,552 727 ,460 727 ,460 363,730 363 ,730 0

○○県 ○○市
○○県
△△市

19 52 ********* △△活動組織 ○ ○ ○ － 2,000,000 2,000,000 1, 000 , 000 1 , 000 , 000 0 2,000,000 193,000 856 ,000 0 910,000 41,000 700 ,000 700 ,000 350,000 350 ,000 0

県
名

村
名

交
付
団
体
名

織
名

金
の
精
算
額

業
期
間

採
択
年
度

分
類

番
号

書
類
確
認

現
地
確
認

合
計

(

円

）

水
路

農
道

た
め
池

農
地
に
係
る
施
設

）

事
務
費

合
計

（
円

）

そ
の
他

合
計

（
円

）

そ
の
他

計 国分 地方分 計 国分 地方分

市町村　計 2組織 2 2 2 1 3 ,469 ,4 64 3 ,4 69 ,2 64 1 , 734 , 632 1 , 734 , 632 200 3 ,469 ,4 64 1 , 106 , 912 856 ,000 541 ,000 910 ,000 55 ,5 52 1 ,427 ,4 60 1 ,4 27 ,4 60 713,730 713 ,730 0

確認を実施した項目に○を記入
（現地確認以外の項目は、全て確認が必要）

【記入ミスの例】
・書類確認の欄が未記入
→毎年度、交付金の精算額・事業期間・書類確認は全ての対象組織に行う必要がある。
・現地確認を行っているのに未記入
→チェックシ トとの整合性を確認のこと→チェックシートとの整合性を確認のこと。
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■確認結果の提出

（１／３） （２／３）

事業の成果（事業量）

管内の対象組織から提出された
実績報告書を集計

（様式第２－９号 実施状況確認報告書）（道協議会第１１５号別紙）

３　地域資源保全プランの策定 ４　活動組織の広域化・体制強化

交付金の精算額（円） 交付金の精算額（円）

１　施設の長寿命化の取組

合
計

（
円

）

そ
の
他

水路 農道 ため池 （農地に係る施設）

国分 地方分

付帯施設 農道本体

更新等
(m)

補修
(箇所)

更新等
(箇所)

補修
(ｍ又は箇所)

更新等
(m)

付帯施設 堤体本体 付帯施設

更新等
(箇所)

補修
(箇所)

更新等
(箇所)

（施設名）

計 計 国分 地方分
補修
(m)

合
計

（
円

）

そ
の
他

水路本体

補修
(箇所)

更新等
(箇所)

補修
(箇所)

補修
(○)

更新等
(○)

467 ,088 467 ,088 233,544 233,544 0 387 ,010 387 ,010 193,505 193,505 0 (350 ) 100 50 (1 )

500 1 60 m (200 ) 2 3 0 m

60 m

箇所

467 ,088 467 ,088 233,544 233,544 0 387,010 387 ,010 193,505 193,505 0 (350) 600 (0) 50 (0) 0 (0) 1 (200) 0 (0) 0 (0) 230 m(0) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0

完成数量は右欄に記入
暫定数量は左欄に（ ）書きで記入

（３／３）

管内の対象組織から提出された実績報
告書を集計して記入

箇所

（注１）補修及び更新等の欄においては、施工完了した数量を破線右側に記載するものとする。また、施工完了数量以外に、資材購入等施工未完の数量がある場合は、これを破線左側に記載するものとする。

（注２）農地に係る施設については、都道府県が策定する対象施設・対象活動に関する指針で追加した場合、対象とする施設を記載するものとする。

（様式第２－９号）（道協議会第１１５号別紙）

(1)循環かん

がいによる

水質保全

(2)浄化水路

による水質

保全

(3)地下水か

ん養

(2)ため池利

用による洪

水調整

(2)水環境の

回復

専門家の指

導

２　高度な農地・水の保全活動
３　地域
資源保
全プラン
の策定

４　活動
組織の
広域
化・体
制強化

農業用水の保全 農地の保全 地域環境の保全 その他

（地域特認
取組）

(4)持続的な水管理 (1)土壌流出防止 (1)生物多様性の回復 (3)水田貯留 （4）持続的な畦畔管理

カバ プラ水環境回復
水田貯留 水田貯留

36 2 1 1 1

カバープラ

ンツ（地被

植物）の設

置

（m2）

法面への小

段の設置

（m）

専門家によ

る技術的指

導の実施

（回）

水路魚道の

設置

（ha）

生息環境向

上施設の設

置

（箇所）

生物の移動

経路の確保

（ｍ)

水環境回復

のための節

水かんがい

の導入

（ha）

循環かんが

い施設の保

全等

（ha）

水路への

木炭等の設

置

（m）

冬期湛水等

のためのポ

ンプの設置

（ha）

水 貯留

（排水桝の

改良、畦畔

の嵩上げ

等）

（ha）

水 貯留

（水位調整

板

（管）の設

置）

（ha）

末端ゲート・

バルブ等の

自動化

（箇所）

給水栓・取

水口の自動

化等

（箇所）

グリーンベ

ルト等の設

置

（m）

防風林の設

置

（m）

ため池等の

浚渫

（m3）

水田魚道の

設置

（箇所）

実施した場合には、「１」を記入
（実施がない場合は空欄）

36 0 1 10 0 0 0 0 00 0 0 0 00 2 0 1 0 0

（実施がない場合は空欄）
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